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る
。
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で
も
な
ズ
、
と
れ
ち

.
の
國
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國
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し
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ら
諸
國
の
政
治
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地
位
を
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し
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不
安
话
な
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し
め
て
い
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と
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显
逃
せ
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今
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さ
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し
て
も
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。
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れ
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い
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れ
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加
之
ヽ
經
濟
的
近
代
化
の
遂
行
の
た
め
に
は
、
資
金
、
rt
材
ヽ
技
術
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諸
飿
か
ら
外
資
導
入
の
必
要
が
强
く
叫
ば
ル
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を
り
な
が
ら
ヽ
赞
際
に
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存
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く
縮
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て
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来
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に
ょ
り
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れ
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れ
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さ
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ら
れ
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後
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知
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。
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に
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後
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主
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得
に
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た
る
顧
過
が
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さ
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前
途
に
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く
の
闲
難
；̂間
腹
を
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い
て
い
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れ
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^
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:
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の
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め
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々
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等
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の
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っ
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後
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が
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せ
ら
れ
、
と
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餓
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っ
て
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メ
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ヵ
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ら
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：

の
植 

圾
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檢
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ら
れ
る
。
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れ
ば
、
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メ
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ピ
ン
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立
の
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の
計
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行
し
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ギ
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婼
ょ
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平
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マ
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商
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た
と
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ど
の
中
間
的
な
政
策
を
追
求
し
た
も
の
ど
評
膽
也
ら
れ
る
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し
て「

東
南
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に
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け
る
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般
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か
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す
れ
ば
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國

支

配 

か
ら
の
解
放
が
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ず
し
も
デ
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ク
ラ
ク
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に
導
く
と
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考
え
ら
れ
な
い
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よ
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、if

頭
政
治
へ
，
の
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い
る
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人
の
勢
力
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入
に
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問
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簾
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想
せ
ら
れ
る
。
か
く
て 

こ
れ
ま
で
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嫩I.

的
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と
し
て
作
用
し
て
き
た
ナ
ン
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リ
ズ
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後
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裂
へ
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肋
翦
請
の
必
要
が
、
稍

: #
■

機

結

馨

：
■
:o
l

_

®::
)°:

;
:
:
:
:
&

こ
こ
に
盛
ら
れ
た
證
灌
ひ
見
解
は
、
す
で
に
わ
が
國
に
も
多
く
紹
介
さ 

、れ
て
い
.る
ブ
メ
リ
ヵ
的
な
代
表
的
な
考
え
方
と
見
て
差
变
な
い
が
、
そ
れ

:#
M
終
读
泠
四
虞
私
取
_
項
：ぼ|0
.れ
^
養
別
の
考
察
に
お
0
て
も
>
:ど
：
 

く
に
斬
新
な
觀
療
に
接
す
る
！
：
に
は
ゆ
か
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に

薩

知

浓

■

■

■淞
者
激
：法
：畫

度

钇

認

攀

藤

0
:と
执
、
姨

ザ

て
無
益
で
は
な
ぃ
と
恐
ゎ
れ
る
。

詨

先

ず
-1

東
1 ,_

ジ
：
_

把
靜_

卷
中_

じ
：咨
歡_

;̂

咨

豸

に--
,
:#
し

龙 

:a

紙
顧
浍
祕
霉■

含
：i

p

;

:t
e

:

お
け
浓
中
間
層̂
|>
:
策
の
邯
國
人
•

(

華

i

0
齡

を

考

察

環_

の

簾

卷

绘

變■

間
層
.の
存
.

'
在
が
、
：1
:r
5
1
■に^

い
.：
て

ば

：
上

層

：の

：

ョ
：
セ

デ

ッ
K

-A 

住
民
農
民
屉
と
の
迎
絡
網
と
し
て
、
主
と
し
て
商
業
的
機
能
を
泶
し
、
そ 

の
と
と
が
他
面
に
お
.い
て
、

プ
っ
r-
は
原
依
段
に
對
す
る
ニ
前
の
收
取
め 

機
關
と
も
な
り
、
ま
た
ニ
っ
に
は
尬
炫
民
の
對
上
層
へ
の
反
感
の
緩
和
劑 

と
も
な
っ
た
こ
ど
は
P

.̂
»

H
で
あ
る
。
，巍
時
中
の
ロ
本
の
占
領
下
、

何
に
變
化
し
、
'
又
作
ル
し
っ
つ
あ
る
か
は
、わ
れ
わ
れ
に
と
っ
‘て
も
關
心

'0
'

*

.v
'
.問
風
の
..'—
-
.ら
，に

.̂
'
:な
ち
.な
.い
..'.
-°.だ
.が
本
章
は
.，必
..ず
;1
>
:;4
-
と
^

ら
..の

.

: 

問
題
に
つ
い
て
は
充
分
な
解
明
を
與
え
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
中
國
人
の
^

( ：

景
■

す
本
國
，の

議

、̂

龙

が

づ

无

達

虫

義

の
.浸
寒

が\>
:
薪

た

蒼

っ:'
,'>:

治
的
紛
郇
の
腺S

を
導
入
し
た
こ
と
は
阴
ら
か
で
あ
る
が
ハ
泶
し
て
4

後
' 

j:

に
^

い
ー
て̂

^

^
が
.い
が
な
る
^

^

^

割̂
を
擔
篇
:̂
:̂
.务
か
味
ハ
.
衆
知
-:
;
'
'
.
, 

數
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
o
'た
だ
金
般
を
通
じ
て
©
取
せ
ら
れ
る 
<
 と
丨

:
:は
：
、
：
_
南
ナ
：
ジ
ナ
藷
國
必
洎
主
性
：の

擴

塞

#.
等

：̂

^

<
^
M
動
範
圍
.,
■'
,
'■一、 

が
魅
献
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
と
と
で
あ
る
。

•

.

戰
後
の
來
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
最
も
切
贲
な
間
題
は
、
次
の
草
で
扱
わ 

れ
て
い
る「

£
3治

の
諸
間
題」

で
あ
ろ
ぅ
。
そ
と
で
は
先
ず

「

ア
ジ
ア
の 

ナ
シ
：，ョ
妒.
リ
，ズ

ゴ

：
ば

^
1
^
*

*
;

*

治

的、
：̂

^

の
複
合
し
た
結
來
で
あ
名

」
(

ニ
八
八
©

と
し
て
、「

ア
ジ
ア
の
反
. 

杭」

と
い
ぅ
小
項
m
の
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
の
作
用
が
、
詳
さ
に
探 

,絕
さ
れ
て
い
る『

そ
の
全
部
に
亘
”
て
論
述
す
る
紙
幅
を'夺
し
な
い
が
、

>

中
で
も
興
味
をひ

く
の 

1
は
©
歐
的
な
敎
育
政
策
の
影
響
と
し
て
の
イ
ソ
テ

■-.
-
'-.\ 

. 

- 

. 

: 

... 

':

L
* 

A

s

w
x.
li『

來

南

ア

ジ

，
ア

の

新

し

い

li
t
界』

:
vi
達

者

の

：潑
生
方

被

等
.を
.指
響

す

洛

凍

ダ
3
:
;
,
ナ

.I
)
ズ

4
運

敏

の

露
..

で
あ
る」

(

ニ
九
五
©
^
と
の
評
價
が
成
り
立
つ,0
,し
か
し
ナ
シ
ョ
ナ
リ 

想
^
勃
興
.の
酿
本
御
_

因
め
：齊
や
は:%
西
歐
的
な
■
濟
難
澉
の
進
他
に
：
厂
 

-
■外
な
ら
な
い
が
滅̂

顏
ず
ぐ
靡
傭
的
な
械̂

^
紙
濟
の
崩
壊
と
生
活'. 

)

^
:
不
安
定
讹
：榀
、
々
多
數
处
鼠
賃
農
民
吖
於
感
と
本
猶
を
唆
安
原
因
と
な
へ 

つ
た
と
解
さ
れ
る
。
加
ぅ
る
に
西
歐
諸
國
に
よ
つ
て
誠
| :.
れ

食

會

账
;:. 

設
の
擴
充
は
、
原
•住
民
に
と
っ
て
は
往
々
に
し
て
難
荷
迷
惑
と
感
ぜ
ら
れ 

た
の
で
あ
る
。
 

• 

.

べ
-.
:

,
::第
窆
次
世
界
夫
翁
は:\
,
^
ら

蒙

^

^
の
_
气
^
^
^
^

戟
し
、
H
求
の
占
領
も
亦
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
る
效
架
を
及
ぼ
L
た
。;
;
' 

そ

し

て
戰
後
は
そ
の
勝
求
は
獨
立
の
實
现
へ
と
前
進
し
、
ま
た
デ
モ
ク 

ラ

シ
J
へ
の
渴
绍
<-
'と
な
つ
た
。
，た
だ
と
と
に
注
意
を
翦
す
る
の
は
ナ
シ 

ョ
'デ
リ
ズ
ム
.お
よ
び
デ
モ
ク
ラ
シ
，1
に
對
す
る
態
度
に
關
し
て
、
同
じ
原 

.一̂

^
闕

に

扭

ぃ

七::
%
>
.
:
茜
歐
^

^
受
げ
淹
都
廣
の
^

者̂
と
氱
村
.の
：，、

の
西
歐
的
な
解
釋
を
理
解
し
易
い
の
に_
し
、

れ
を
呑
み
込
，
み 

難
く
'、
腿
i
嘗
て
の
寬
奔
な
獨
裁
港
を
詉
仰
し
が
ち
な
こ
と

、

あ

る

？

か

'.
''.. 

く
て
と
の
地
域
に
お
い
て
ナダ
ョ
.ナ
リ
ズ
ム
運
動
は> 
都
會
ば
お
け
る
金 

人
口
の
一
〇
涔
®
住
民
の
支
持
を
受
け.る
に
止
ま
り
、

こ
の
こ
と
か
ら 

::
.
.
;
:
:
-

''
'
~
-
.
_

塵

：§:「

寡
頭
政
治」

：
-
の
_
缪
が
胳
險
亦
胳
ま
_
て 

,
;て.そ
jゝ
.
r-
■ま
^
共
產
主
義
^

0が
浸
透
.
b
v
>
;?
>
'素
地

：が
與
え
ら
■'れ
る

■■、」

と

'

,■
六

五
.
.

(

六

五)

：
-
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三
2
學

贫

雜

誌_第
？
十
五
卷
笫
一
號

■;

'
..

. 
V.. 

.
r 

: 
ニ
.. 

.
-
.
w
-
.

し

，
-
v
. 

ノ

-

.

に
な
る
。
之
と
に
西
歐
に
お
计
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
發
達
收
、
七
9

冲
產 

隙
級
の
存
在
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
の
.に
反

し

、複
合
社
舍
の
構
成
'r

 ̂

ず
く
中
產
獄
の
缺
如
と
い
ぅ
事
實
は
、
と
の
場
合
大
き
な
限
害
的
作
用 

玄

及

ぼ

す

も

の

と

考

え

ら

れ

，る

。

.

>

か

く
て
規
拓
に
お
い
て
、
、
畜

ア

ジ

、ア
諸
，國

r-
お
い
て
は
、
‘ 

•

デ
モv

ラ

聲

»

«:
歷

故

響

靈

.纖

_

新
_

屬

_

晨

裏

養

た
少
數
表
の
®
叫
政
治
に
よ
つ
て
統
治
さ
れ
る
诃
醫
も
少
く
な
い
と
豫
，
 

想
せ
ら
れ
る
。
寧
賢
、®
行
さ
れ
て
’い
る
蚁
り
で
?;
ア
モ
ク
ラ
ゾ

r

も
、 

な
お
政
治
家
の
主
義
虫
張
よ
り
も
個
人
的
な
人
格
に
資
ぅ
所
が
.多
い
と
見 

ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
新
し
い
政
^

^
と
し
て
ば
、 

西
歐
的
な
輸
入
物
の
篇
で
な
ぐ
、
ま
た
舊
態
へ
の
復
元
で
も
な
く
、
ア 

ジ
ア
的
な
も
の
と
西
歐
的
な
も
の
と
の
混
成
物
と
し
て
，の
獨
啦
の
形
態
の 

發
偎
^

^

_ら
：れ
.て
：ぃ
る
が
：：萏

至

に
い
か
な
る
形
態
の
も
の
が
、
殆
ん•ど
の

っ

，い
て
金
人
口
の
澈
半
を 

rs
:
め
：基

原

保

货

農

街

膨

办

史

持

安

得

る

.か
私
懸
洛̂
の

生

猶

士

為

她

.れ
爾
ー 

な
ら
な
い
で
あ
ろ^

o
-

さ
ら
に
腿
ぶ
話
題
と
也
ら
れ
る
ア
ジ
ア
連
合
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
31
1 

■r
n
'T.
ダ
：ア
めp

國m

地
理
的
接
近
性
^
^
0人
'«
'
め
*
^
#分
が
*

发̂
.
: 

る
と
い
ぅ
事
货
を
除
い
て
は
、
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も
典
通
の
要
素
は 

少
く
、
經
濟
的
に
も
補
完
的
で
な
く
む
し
ろ1«
:
界

市

場

に

お

け

る

^

^

渚 

で
あ
る
と
と
が
指
摘
さ
れ
义
。
そ
し
.て
又
國
速
に
よ
る
信
託
摘
治
に
つ
い 

へ
て
は
、
#:
て
.
€
^
^
本
國
の
間
^
も

章

だ

規

地

往

民

め

間

に

ぁ

强

^-
反
對
へ

;

\ 

、
六

六

.C

六

六〕

眞

蒙

I

霞

^

|§

締
^pE

 
■

■

■

■驚

雙

■
.」

：
■

亂
に
お
い
て
の
み
で
，あ
る
が
、
植
民
地
統
治
に
と
っ
て
望
ま
し
い
の
は
、

統1

あ
る
一
賞
し
‘た
政
策
で
あ
る
と
、
い
わ
れ
る
。
こ
の
琪
贺
に
っ
い
て
は 

誤
り
は
な
い
が
、
この
よ

，

ぅ
な
考
え
方
^
、
觉
南
ア
.ジ
ア
諸
國
の
®

態
へ 

の
復
歸
•緊
縛
を
：7K
唆
す
る
'%
の
と
し
て
、
斥
け
ら
る
べ
き.で
あ
ろ
ぅ
。 

次
い
で「

世
界
經
濟
に
お
け
る
來
南
ア.ジ
ア」

の
韋
に
，お
い
て
は
、
第 

，

二
十
世
紀
の
後
半
に
お
い
て
、’H

に
お
.
Vて
演

ず

南

ア

ジ

ア 

の
役
割
の
檢
討
亿
移
る
の
で
あ
る
が、1 
一i
Mr-
し
て
い
え
ば
、
そ
の
激
測

.

.
'
_
_
:

應

黯

霞

1
徵

_

_
骨

置

§

妙

義

麗

的

.：，
經

濟

龍

，
.：

化
に
應
じ
て
、
い
ま
と
れ
ら
の
諸
國
で
は
、
將
に

H

業
化
を
軸
と
す
る
產

-

る

人

造.ゴ-
T
H

業
や
人
造
工
業
の
發
達
は
、
と
の
地
域
の
原
料
工
業 

深
藤
^ '

衝
響
を
友

_

!;
一、̂

^

#

に̂
私
册
名

1

生

蔑

め

：
不

足

：は

、
^: 

の

の

エ

i

に
對
し
て
抑
止
的
作
>1
1

を
及
ぼ
さ

ざ

る

を
#

な
い
。
そ 

と
で
^
業
の
機
械
化
が
と
の
別
題
に
對
す
る
唯
一
の
解
決
策
と
し
て
指
示 

)

.
0
_ら
れ
1

一
；
し
；和

し

縦

珍

で

黨

經

濟

於

#

け

る

と

：

9

地

域

の

役

割

は
、
-' 

な
お
多
く
の
變
動
的
要
因
に
依
抒
せ
ざ
る
を
犸
な
い
と
見
ら
れ
る
。

'か
く P

こ
の
地
域
に
っ
い
て
の
廣
義
の
敁
料
資
源
と
い
ぅ
觀
點

か

ら

、

:

:
慠
民
,

^

^

‘
_

^

^
度
;̂
^

然
資
源
、)

：勞
^

^

規
辑
資
沐
:1
职
の
現 

:.”：0

檢
詠
b
fe
後
々
：̂

.の
經
_

肋
開
發
0

_
あ

ゼ

渴

資

本

の

調

達

ば

阖

.

難
で
あ
.り
、
し
た
が
っ
て
外
資
導
入
の
必
要
が
提
言
さ
れ
る
。
そ
れ
と
典 

;'
•

€
さ
ぎ
k

l

wし
た
嘗
て
かi

角
貿
易
の
復
银
が
希
望
せ
ら
れ
る
が
？

P
の
籠
的
な
特
產
資
源
办
輸
池
樣
退
安1
想
せ
海
れ
洚
？
そ
亡
で
有 

_

品
中
^

^
を
汰
4

®

所

得

の

源

泉■
な
：る

鋪

g
:

資
源
や 

開
發
が
耍
錯
せ
‘ら
れ
、
こ
の
關
速
に
お
い
て
の
工
業
化
の
途
が
求
め
ら
れ

.、
り
;.
:
-::ゥ
セ

く̂ご
の
：ー
エ
業
化
浓

-
戰
後
'於
お
±.务
坐
活
^

::「
：

.
幽
而
0 :

虫
嬰
私
產
物
の
：轍

傲_

伴
を
所
踢@
滅
囉
と
泌_

曆
也_

生
沭
:;,-'; 

:.
.ッ
ソ.
る_

_

開
す
る蒙

：：

の
顏
的
擴
藤
の.

方
途_

邊

要

：視

愿
 

を
。
そ
れ
に
多
く
の
難
點
が
存
丧
す
る
こ
左
は
、

前
述
の
如
く
で
あ
る

，
 

が
、
國
的
的
に
は
そ
れ
は
純
濟
的
開
發
に
お
け
る
政
府
の
役
割
の
增
大
を 

指
示
す
る
に
足
り
る
。
-そ
し
て
工
業
化
の
主
な
る
百
伽
は
、
エ
業
赞

-{
1

潘 

に
^
利
な
所
犸
を
與
え
る
と
と
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
そ
れ

，.

「

結
論
と
し
て
苋
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
エ
業
北
へ
の
途
は
長
く
て
險
’し
い 

へ：：

パが
尤
1 ,
:
:
で̂

^

版
域
を
:̂
^

^

最
米
(0
;

脚
跟
免
浪
で
版
、
.
着

後
':
^

艰
1 ^

; 

寧
怒
に
移
ら
ざ
る
を
褶
な
い
。
明
ら
か
に

T

极
本
的i

は
彼
等
の
問
題.

:ハ：r
:
:
靈

甚

*4響

_
-
^
-
-
-
-
-
-
-

過
剩
黨
議
■
證

_

#

'̂©
观

：

題
で
あ
る」

，§
セ
一
S

に
外
な
ら
な
い
。
し
か
も
：こ
れ
を
め'

v

る
國 

'

際

勢

力

の

消

長

と

そ

、
*
.
過
去

_

i

_

^
來
1
宜
つ
，
て
と
の
地
域
の 

ざ
：：'痛
讓
m

馨

私

欢

淀

：求

各

最

I

本

的

浓 

§
定
し
得
な
：ぃ
。
'
•

L
 

i

 

.'5
■
ル

ズ

編

『

J R
If
l

r -
,ジ

T 1
•の

新

し

い

世

，#

』
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こ
の
觀
點
か
ら
、
本
韋
にt
い
て
は
過
去
に
.お
付
る
列
國
の
植
民
政
策 

が
此
^

討̂
赍
ち
れ
る
。
中
で
も
日
本
の
昝
て
の
爾.方
進

出

政

策

が-\
痛 

烈
に
此
判
さ
れ
て
い
る
と
と
は
、
双
^
の
わ
れ
わ
れ
に
と
つ
て
反
猶
の
材 

料
と
な
る
が
、
1
れ
と
共
に「

ア
メ
リ
ヵ
の
政
策
が
誠
實
な
理
想
生
義
と 

赞
際
的
な
外
交
七
の■結
合
の
所
產
で
.あ
っ
た」

(

三
八
七
35〕
と
指
摘
し

興̂味深で
與

_
.
.
:
:
:
7
'
_

シ
5

.
い
ぅ
ま
で
も
な
く
戰
後
と
の
地
域
に
お
け
る
國
I

係
は
、
策
大
な
變 

、
貌
を
M
し
た
。
H
本
の
完
全
な
る
敗
退
と
英•
•佻
•
蘭
諸
勢
力
の
後
沿
で 

あ
り
、
そ
扒
に
代
る
ア
メ
リ
ヵ
の
强
カ
な
攘
頭
と
ま
た
ソ
逋
の
進
沘
エ
作 

,
あ̂

氨

。
へ
^

—

0̂:
,

敕
對
迓
^

强
く
波
及
し
っ
っ
あ
る
こ
と
は
郇
え
.な
い
事
赏
で
あ
る
。
と
れ
に
備
え
て

へ：

保

麗

頓

欢

卿

る

傷

■

:y
.

K

i

_傾

舊

に

饮

、
せ

：の

&

_
'̂
'
_げ
^

—
的
|

^

3動
免
辑
じ
て
ー
::
>
:
:
急
铃
池
域
全
躱
の
_
耻
ン 

.
の
向
上
を
圖
る
と
と
で
あ
る
と
說
か
れ
て.い
る
。
‘ 

- 

_、-
^
|
|
1

(7
)
:
!
<
^

膨
發
藤
'5
'

ぬ̂
歡
'
^
览̂
透
：
,\
1
>が
、
：

「

^
|
^
^
5>
,
'ァ：諸
國
.の
.前
...

： 

‘途
に
っ
い
て
必
ず
し
も
樂
觀
的
で
な
い
と
と
は
繰
返
す
ま
で
も
な
い
で
あ

• 

ろ
ぅ
。
そ
と
に
は#
く
の
内
部
的
な
諸
問
題
が
堆
積
し
て
い
る
し
、
、
ま
た 

更
に
强
く
ル
部
的
な
諸
耍
因
に:0
:
っ
て
左
布
さ
れ
が
ち
な
規
狀
で
あ
る
。

.た
だ一

っ
の
終
を
ど
っ
'て
も
、
-
本

書

刊

行

後

に

起

っ

.
た

朝

鮮

動

亂

は 

こ
の
地
域
辟
對
し
て
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
，た
。

一
言
に
し
て
い
え
ば
、

-

ぐ
< 

• 

. 

•
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七

.- C

六

七)



-H
al
取
贪
雜
誌
.
第
..四
十
五
卷
笫

そ
れ
は
戰
略
的
¥
點
の
®

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
うo 

.
is
.接
的
な
軍
事
的 

.者
®

.^
離
れ
て
考
え
I
見
べ
'も
、
動
^
较
の
列
國
に
よ
る
と
の
地
域-の
戰• 

略
資
源
の
大
is
:
質
付
は
、
こ•の
地
域
の
贸
為
事
情
に̂

®を
%
た
ら
し
、 

■
•
ゆ
例
外
—

切
で
，

I 轉
：■
ぜ
.酔
^
：M
G)
.
_
i
l
M
^
^
—

#

^
 

超
え
る
出
超
額
を.記
錄
.し
、た
と
傅
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と.が
齋
後
の
_
刻- 

な
ド
ル
不
足
叫
題
の1

に
资
し
た
效
采
は
認
め
る
と
し
て
も
、
か
か
る

:〉

麗

の

囊

が

煎

猶

亦

存

_(
寒
を
祀
::
1:龙
：が
麵
务
證
め.

地

依

：
：へ
»

興
,:
:
 

*

抓

膨

也

於
2

^

化_

る

と

：す

れ

嫁

；

:%

れ
は
何
を—

啼
洚
絲
、.

愼
® :
'.
:
:
: 

な
考
撤
だ
要
す
べ
き
問
題
と
い
え
よ
う
。

.

|

の
艰
南
ア
ジ
ア
諸
國
に
お
け
る
自
生
的
な
經
濟
的
犯
代
化
計
蜜
の 

•
I
が
、
闲
難
で
あ
る
と
し
て
も
、
膂
て
，の
齊
源
霧
地
と
‘し
て
の
地
位 

へ
の
復
歸
が
、
肖
生
性
の_
立
に
と
つ
て
プ
ラ
ス
か
、.マ
ィ
ナ
ス
か
、
贸- 

易
面
に
お
け
る
受
_

|

過
の
金
额
の
み
に
よ
っ

て

は

輕

卒

に

判

宠

し

難

い 

g

題
.を
含
ん
で
い
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
，ら
な
い
。

.

右
は
.ニ
つ
の
例
に
過
ぎ
な
い■が
、
ア
ジ
ア
に
緊
迪
し
た
®

の
續
く
阪 

り
、
同
樣
な
と
と
は
他
め
種
々
の
部
而
，に
お
い
て
も
起
ヵ
が
ち
と
見
ら
れ

,
 

よ
う
。
现
實
の
必
要
の
前
に
た
や
す
く
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
、

焚
丨m
ア
ジ
ア
諸
闕
の
近
代
化
と
い
う
寂
期
のm
標
‘の
赏
規
の
た
め
に
は
、 

■と
.ら
'な
い
所
で
あ
.6う

.°
し
..-か
も
本
書
に
.よ
づ
て
摇
起
さ
れ
て
い
る
幾.つ
.

か
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
同
じ
ア
グ
ア
に
樹
す
る
國
民
と
し
て
、
..わ
れ
わ 

.れ
名
亦
、、
，
典
に
1

を
.恋
す
べ
き
も
の
を
含
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
で 

あ
ろ
.う
か
。
.

.

.
' 

■
 

.
 

’
 

4

ハ

八

：
ハ
六
八〕

>

.
、

•
 

.、

•. 

’
 

'、
三

由
學
會
雜
誌
前
號‘目
次

’
 

_■

.

\
.
第
囲
十
四
罄
，十
！！
月
號
：

.：

ンへ

：：.

へ

義

蕭：：

懇

漏

_

雄

繼

«

——

わ
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產
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造
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常
而
ナ
る
葙
本
冏
牌
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ね
；

电
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變

;
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十
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ア
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ヴ
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w
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第
土
一
ー
忡
紀
の

#.

太
利
は
輝
し
て
好
況
に
惠
ま
.
れ
た
。
然

し

漦

證

資 

'
は
エ
業
分
野
に
ぉ
；い
て
特
杧
目
成
ふ
ハ
從
->

次
坐_

の
土
％

3 :

業
ゼ
關
へ''-;

'.
 

す
る
限
り
急
速
でK

つ
た
。
例
へ.

ば
フ
ロ
レ
ソ
ス
に
繁
榮
し
た
織
物
工
業

•  

に
っ
い
て
い
へ
ば
、
と
のi

の
末
頃
ま
で
に
は
，

1

年
間
に
優
に
十
想
反

，彩
生
：参

奢

と̂
.紙
此
來
た
d
l;
資

赛

;*
餐

分

が
>洛

時

■

■

耽

都

驗

市
越
設
に
向
け
ら
れ
人P
のS

?

な
沿
加
と
共
に
こ
と
に
多
く
のfr
皿
ハ
都 

市
の
華
々
し
い
誕
生
と
な
っ
た
が
、
然
し
農
業
役
資
は
農
村
資
本
の
壻
加 

を
含
め
て
も
你
郭
你
に
贫
弱
で
あ
つ
，て
、

1

部
の
商
火
や
銀
行
家
の
間
に 

農
村
へ
の
純
^
進
出
を
忠
す
も•<?
)
.も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
依
然
と
し
て
土.
 

地
の
堪
な
る
獲
#
と
い
.ふ
と
-^
の
み
‘に
終
^
!.
、
.
.と.
.の：̂
^
.の^
ん
'と
全
.
.
-
.
' 

部
を
通
じ
農
村
は
金
體.七
し
て
見
れ
ば
未
だ
に
封
建
權
カ
の
下
に
あ
り
、

: 

農
村
に
ぉ
け
る
人
ロ
增
加
率
，は
都
市
の
，#
:
速
な
そ
れ
に
僅
か
に
及
ば
な
か

，'
.■論
.
'
-
文
.-- 

'

翁

.
'
-
介

，

•
- 

■;

っ
た
。

： 

‘ 

.

,

■■
,;
第
.
-
1
-
1
1

世
紀
ぬ
併
戈
荆
ば
前-1
1
1
:
'
,

紀
求
か
;&)
.の

避

.篇
頭
に
連
續
的
. 

こ
ね
起
攻
尨
大
齓
慌
に
禍̂
さ
.れ
て
：か
'
1靡
に
は
遍
度
に
本
況
ヤ
ぁ
亡
た

。
 

フ
’ロ
レ
ン
ス
銀
行
が’こ
の
期
に
倒
產
し
て
ゐ
る
。
菝
業
投
資
は
如
何
な
る

： 

分
郾
に
’お
いF

も
不
振
を
極
.め
.、」

生
漦
活
動
は
金
般
に
ー
旦
っ

.て1
向
に
振
、 

は
ず
、
前
篇
の
著
し
い
特
徵
と
な
つ
た
大
規
模
な
發
展
が
と
，の
世
紀
に
：：
 

.は
全
く
な
く
、
一
 

■般
に
は
寧
ろ
却
っ
て
退
步
の
傾
向
を
さ
へ
示
し
で
ゐ
た
P 

1

例
を
ヴ
ロ
レ
ン
ス
の
織
物
工
業
に
联
っ
て
見
て
も
、
そ
の
年
產
額
は
末

, 

ュ
期
伫
议
も
の«:
紀
：の
初
期
#
モ
办
の
.ー

.:
1
に

當

圣

：
ー
篤
反
が
精
々

^̂

■

ど
：
2
1;.
°
.
#
1
£
^
極
端
ぬ
衰
微
-1
>
\
;
是
奴
刺
部
扣
無
住
地0
見
ら
れ
る
。
 

と
と
も
踏4

で
あ
つ
た
。
：避
つ
て
都
市
の
新
設
は®
il
f
f
l
l
な
い
0
.特
に
一
三 

四
八
年
の
黑
死
疯
は
物
痰
く
、
こ
.れ
に
ょ
る
大
打
擊
は
识
太
利
の
人
口
に 

と
っ
て
恢
復
し
難
い*
い
ゃ
な
痛
手
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
第
十

四

i

の
末 

期
に
お
い
て
總
人
ロ
：̂
期
の
そ
れ
免
遙
か
に
下
廻
っ‘て
ゐ
た
0 

第
十
五
世
紀
と
共
に
然
し
最
氣
は
恢
復
し
た
。

產
は
漸
次
に
伸 

.
張
し
て
行„

っ
た
。
商
業
活
動
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
物
價
は
上
昇
の
傾 

向

を
さ

へ

，
示
し

v

來
た
。
然
し
^

mの
こ
の
や
ぅ
な
復
活
に
比
較
す
れ 

ば
、
農
村
の
維
出
が
と
の
時
期
に
は
意
外̂
顯
^
で
あ
っ
た
。
、
農

槳

投

資 

は
堺
加
し
、
こ
の
た
め
土
地
の
開
發

*

黑
河
の
開
^
が
進
ん
で
、
第
十
五 

世
紀
に
伢
太
利
農
村
は
一
時
に
繁
榮
し•た
。

，

■
:

’農
衬
の
こ
の
繁
染
は
然
し
何
ょ
り
も
免
づ
當
時
の
#

太

利

人

の

'意

識

に 

起
っ
た

深

い

に
歸
せ
ら
れ
る
。資
.本
家
達
に
は
土
地
が
最
早
や
虛
榮

ン

.
、

,

,、
•
六
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